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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車の走行状態および停止状態中、自動車の内部を暖房または冷房するための、自動
車用、特に実用車用の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０）であって、前
記自動車の前記内部は別々に暖房または冷房することができる前部領域および後部領域に
分割され、
　前記自動車の前記走行状態中、前記前部領域を暖房し、かつ冷房するための前部システ
ム（１２）と、
　前記自動車の前記走行状態中、前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための後部システ
ム（１４）と、
　前記自動車が前記停止状態中、少なくとも前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための
停止状態システムとを備え、
　前記停止状態システム（１６）が前記後部システム（１４）に一体化され、
　前記停止状態システム（１６）が冷却熱交換器（１８）および冷熱アキュムレータ（２
０）を備え、
　前記冷却熱交換器（１８）、前記後部システム（１４）の加熱熱交換器（２２）および
前記後部システムの蒸発器（２４）に同じブロア（２６）によって空気流が供給されるこ
とを特徴とする、暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項２】
　前記停止状態システム（１６）の前記冷却熱交換器（１８）および前記停止状態システ
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ム（１６）の前記冷熱アキュムレータ（２０）が、１つの熱運搬回路（２８）に配置され
、それを通る熱運搬がポンプ（３０）によって行われることを特徴とする、請求項１に記
載の暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項３】
　自動車の走行状態および停止状態中、自動車の内部を暖房または冷房するための、自動
車用、特に実用車用の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０）であって、前
記自動車の前記内部は別々に暖房または冷房することができる前部領域および後部領域に
分割され、
　前記自動車の前記走行状態中、前記前部領域を暖房し、かつ冷房するための前部システ
ム（１２）と、
　前記自動車の前記走行状態中、前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための後部システ
ム（１４）と、
　前記自動車が前記停止状態中、少なくとも前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための
停止状態システムとを備え、
　前記停止状態システム（１６）が前記後部システム（１４）に一体化され、
　前記前部システム（１２）の蒸発器（３２）、前記後部システム（１４）の蒸発器（２
４）および前記停止状態システム（１６）の冷熱アキュムレータ（２０）が同じ凝縮器（
３４）と連通し、
　全体の暖房およびエアコンデショニング・システムのために圧縮機（３６）が設けられ
ることを特徴とする暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項４】
　自動車の走行状態および停止状態中、自動車の内部を暖房または冷房するための、自動
車用、特に実用車用の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０）であって、前
記自動車の前記内部は別々に暖房または冷房することができる前部領域および後部領域に
分割され、
　前記自動車の前記走行状態中、前記前部領域を暖房し、かつ冷房するための前部システ
ム（１２）と、
　前記自動車の前記走行状態中、前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための後部システ
ム（１４）と、
　前記自動車が前記停止状態中、少なくとも前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための
停止状態システムとを備え、
　前記停止状態システム（１６）が前記後部システム（１４）に一体化され、
　前記前部システム（１２）の蒸発器（３３２）および前記後部システム（１４）の蒸発
器（３３４）が同じ凝縮器（３３４）と連通し、
　前記停止状態システム（１６）がそれ自体の凝縮器（３３８）およびそれ自体の圧縮機
（３４０）を備えることを特徴とする暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項５】
　自動車の走行状態および停止状態中、自動車の内部を暖房または冷房するための、自動
車用、特に実用車用の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０）であって、前
記自動車の前記内部は別々に暖房または冷房することができる前部領域および後部領域に
分割され、
　前記自動車の前記走行状態中、前記前部領域を暖房し、かつ冷房するための前部システ
ム（１２）と、
　前記自動車の前記走行状態中、前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための後部システ
ム（１４）と、
　前記自動車が前記停止状態中、少なくとも前記後部領域を暖房し、かつ冷房するための
停止状態システムとを備え、
　前記停止状態システム（１６）が前記後部システム（１４）に一体化され、
　前記後部システム（１４）の蒸発器（４２４）および前記停止状態システム（１６）の
冷熱アキュムレータ（４２０）が同じ凝縮器（４２８）と連通し、
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　前記前部システム（１２）がそれ自体の凝縮器（４３４）およびそれ自体の圧縮機（４
３６）を備えることを特徴とする暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項６】
　前記後部システムおよび前記停止状態システムが前記停止状態で動作可能な共通の圧縮
機（５４０、６４０）を備えることを特徴とする、請求項１、３乃至５のいずれかに記載
の暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項７】
　前記停止状態システムが冷熱アキュムレータ（７２０、８２０）を備え、
　前記停止状態システムおよび前記後部システムが、ポンプ（７３０、８３０）を介して
前記冷熱アキュムレータ（７２０、８２０）と連通する共通の冷却熱交換器（７１８、８
１８）を備えることを特徴とする、請求項１、３乃至５のいずれかに記載の暖房およびエ
アコンデショニング・システム。
【請求項８】
　前記停止状態システム（１６）および前記後部システム（１４）が、共通のアキュムレ
ータ－蒸発器－熱交換器ユニット（９２０）を備えることを特徴とする、請求項１、３乃
至５のいずれかに記載の暖房およびエアコンデショニング・システム。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０
）を備える、自動車の暖房およびエアコンデショニングのための方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至８のいずれかに記載の暖房およびエアコンデショニング・システム（１０
）を備える自動車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の走行状態および停止状態中の自動車の内部を暖房し、冷房するため
の、自動車、特に実用車用の暖房およびエアコンデショニング・システムすなわち、自動
車の内部が前部領域と後部領域に分割され、それらを別々に暖房し冷房することができる
システムに関する。この暖房およびエアコンデショニング・システムは、自動車の走行状
態中、前部領域を暖房および冷房するための前部システム、自動車の走行状態中、後部領
域を暖房および冷房するための後部システム、および自動車が停止状態にあるとき、少な
くとも後部領域を暖房および冷房するために使用される停止状態システムとを備える。
【０００２】
　本発明はさらに、自動車の暖房およびエアコンデショニング用の方法に関する。
【０００３】
　さらに、本発明は、暖房およびエアコンデショニング・システムを有する自動車に関す
る。
【背景技術】
【０００４】
　実用車、特にトラックでは、車両の内部を暖房および冷房する、すなわち一般的に言っ
てエアコンデショニングすることに関し個々の要求がなされる。車両の内部は一般に前部
領域および後部領域に分割され、前部領域は車両が走行状態中占有される運転者座席およ
び補助運転者座席を含み、後部領域は車両が停止状態にあるとき使用される寝室兼用運転
台を備える。運転者が寝室兼用運転台内で過ごす休憩中に、運転者に快適な環境を提供す
るために、車両が停止状態にあるとき後部領域を必要に応じて暖房および冷房することが
できると便利である。
【０００５】
　この目的のために、最新の技術的考え方は、前部システムを後部システムと組み合わせ
ること、特に、車両の後部領域を冷房するために、車両が停止状態にあるときもエアコン
デショニング・システムの共通の圧縮機を駆動することを提案している。この考え方の欠
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点は、高い燃料消費量、車両が停止状態でいるときのエンジンの磨耗および断裂、および
エンジンの動作に起因する汚染物質および騒音のさらなる放出である。
【０００６】
　これらの欠点は、もっぱら車両の走行状態中に前部システムおよび後部システムの動作
を可能にし、追加の自給自足できる停止状態エアコンデショニング・システムを設けるこ
とによって、ある程度は対処してきている。この停止状態システムは、例えば、補助モー
タまたは補助バッテリによって駆動力が供給される電気的にまたは機械的に駆動可能な圧
縮機で動作する。この考え方は燃料消費量を低減させ、エンジン磨耗を減少させ、より少
ない放出に結果としてなるけれども、自給自足できる停止状態エアコンデショニング・シ
ステムに起因する大規模な複雑性を必要とする欠点を有する。
【０００７】
　本開示の範囲内では、自動車の動作状態は術語「走行状態」および「停止状態」によっ
て示される。この文脈では、「走行状態」は車両が通行または動作中であることを必ずし
も必要としない動作状態を示すことを念頭に置くべきである。そうではなく、それは一般
に車両のエンジンである動力供給集合体が運転していることで十分である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、非常に合理的な配置を有する暖房およびエアコンデショニング・システムを
提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的は独立請求項の特徴によって解決される。
【００１０】
　本発明の有利な実施形態は従属請求項で定義される。
【００１１】
　本発明は、停止状態システムが後部システムに一体化される汎用の暖房およびエアコン
デショニング・システムを越えて確立されている。したがって、このシステムの全体配置
は、停止状態システムおよび後部システムが共通の構成部品を提供することができるので
、より合理的である。
【００１２】
　特に、停止状態システムが冷却熱交換器および冷熱アキュムレータを備え、そのように
することによって冷却熱交換器、および後部システムの加熱熱交換器、および後部システ
ムの蒸発器に同じブロアによって空気流を送ることを意図している。停止状態システムの
冷熱アキュムレータは、自動車の走行状態中に冷熱アキュムレータの領域内の蒸発工程に
よって装填される。この停止状態システムの後部システムへの一体化はこの場合、冷熱ア
キュムレータと連通する冷却熱交換器に後部システムの蒸発器および加熱熱交換器と同じ
ブロアからの空気を供給することによって実現される。
【００１３】
　この解決策によって、停止状態システムの冷却熱交換器および停止状態システムの冷熱
アキュムレータを、それを通して熱運搬体がポンプによって運ばれる熱運搬回路内に配置
することがさらに特に有益になる。その結果、この熱運搬媒体は、冷熱アキュムレータに
貯蔵された冷熱を引き出し、この冷たい熱運搬媒体は電気的に駆動されるポンプの動力を
介して冷却熱交換器に移送される。そこで、ブロアから来る空気は、冷たい熱運搬媒体に
作用し、次いでそれは冷却された空気として車両の後部領域内に流れ込むことができる。
【００１４】
　さらに、前部システムの蒸発器、後部システムの蒸発器、および停止状態システムの冷
熱アキュムレータが同じ凝縮器と連通すること、および１つの圧縮機を全体の暖房および
エアコンデショニング・システム用に設けることが特に有益である。その結果、全体シス
テムの動作のために単一の凝縮器および単一の圧縮機を設けることが十分となる。凝縮器



(5) JP 4432057 B2 2010.3.17

10

20

30

40

50

内で液化される冷却媒体は、前部システムの蒸発器、後部システムの蒸発器および停止状
態システム冷熱アキュムレータに、バルブ制御された方法で到達することができる。これ
らの構成部品から、冷却媒体はこの装置の唯一の圧縮機に戻される。
【００１５】
　しかしながら、前部システムの蒸発器および後部システムの蒸発器が同じ凝縮器と連通
すること、および停止状態システムがそれ自体の凝縮器およびそれ自体の圧縮機を備える
ことも可能である。そうすることによって、単一の圧縮機しか、および単一の凝縮器しか
持たない実施形態と比較して適応できる複雑性は増加するが、しかしながら、停止状態エ
アコンデショニング・システムを一体化するとき、柔軟性において利益がある。停止状態
エアコンデショニング・システムに別個の凝縮器および別個の圧縮機を設けることによっ
て、停止状態エアコンデショニング・システムに別個に冷却媒体を装填し、それを全体シ
ステムに加えることが可能になる。
【００１６】
　さらに、後部システムの蒸発器と停止状態システムの冷熱アキュムレータが同じ凝縮器
と連通すること、および前部システムがそれ自体の凝縮器およびそれ自体の圧縮機を備え
るように設定することもできる。そうすることによって、前部システムは、組み合わされ
た後部停止状態エアコンデショニング・システムから切り離される。それによって前部シ
ステムの負荷が軽減され、前部領域と後部領域の間の長い冷却媒体導管が一切必要なくな
り、後部停止状態エアコンデショニング・システムは、前部システムを考慮することなく
柔軟な方法で一体化することができる。組み合わされた後部停止状態システムの圧縮機は
、機械的にまたは電気的に駆動することができる。自動車の停止状態では通常、冷熱アキ
ュムレータが停止状態エアコンデショニングに必要な冷熱を供給するので、圧縮機の動作
は全く必要ない。
【００１７】
　しかしながら、後部システムおよび停止状態システムが、停止状態で動作可能な共通の
圧縮機を備えることが有益である場合がある。この実施形態では、冷熱アキュムレータは
なくても済む。停止状態で、この圧縮機は機械的にまたは電気的に動作可能である。これ
に必要な動力は、例えば、十分に充電された補助バッテリまたは燃料電池から得ることが
できる。
【００１８】
　さらに本発明は、停止状態システムが冷熱アキュムレータを備える点で、また停止状態
システムおよび後部システムが、ポンプを介して冷熱アキュムレータと連通している共通
の冷却熱交換器を備える点でさらに有益に発展する。この手段によって、後部システムに
割り当てられた、走行状態エアコンデショニング用の別個の蒸発器はなくても済む。とい
うよりむしろ、後部領域のエアコンデショニングを持つことが、冷熱アキュムレータを介
在させることによって走行状態中に行われるのである。
【００１９】
　さらに、停止状態システムおよび後部システムが共通のアキュムレータ－蒸発器－熱交
換器ユニットを備えるように設定することができる。この結果、冷熱を貯蔵するための冷
熱アキュムレータは、停止状態中ブロアから空気が供給される熱交換器、および走行状態
中ブロアから空気が供給される熱交換器として働く。
【００２０】
　本発明はさらに、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムによって自
動車を暖房およびエアコンデショニングするための方法、および本発明よる暖房およびエ
アコンデショニング・システムを有する自動車に関する。この手段によって、本発明によ
る暖房およびエアコンデショニング・システムの利点および特別な特徴も方法および自動
車の範囲内で実施される。
【００２１】
　本発明は、停止状態システムの後部システム内への一体化に起因して、全体システムに
関する合理化のさらなる可能性を達成することができるという結論に基づく。さらにこの
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一体化は、エネルギー消費量および放出の低下、ならびに最新技術によるシステムと比較
して、含まれる構成部品の磨耗および断裂を低減させるための必要条件をもたらす。
【００２２】
　次いで本発明を、具体的に選択された実施形態の添付の図面を参照して、例示的な方法
で説明する。そうするために、以下の図画が示されている。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　本発明の好ましい実施形態の以下の詳細な説明では、（１００を法として）同一の参照
番号は、同一または同様な構成部品を示す。
【００２４】
　図１は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第１の実施形態の
概略図を示す。図２は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの構成
部品の考え得る幾何学的配置の２つの例示的な図を示す。この暖房およびエアコンデショ
ニング・システム１０は、前部システム１２、後部システム１４および停止状態システム
１６を備え、この述べたシステムは互いに結合されている。これは特に、共通の圧縮機３
６、共通の凝縮器３４ならびに前部システム１２の蒸発器３２、後部システム１４の蒸発
器２４および停止状態システム１６の冷熱アキュムレータ２０と連通する共通のアキュム
レータ４２、ならびに図２に示すように、後部システム１４の加熱熱交換器２２、停止状
態システム１６の冷却熱交換器１８、および後部システム１４の冷却熱交換器として働く
後部システム１４の蒸発器２４に作用する同じブロア２６の空気流を示す。既に述べた構
成部品に加えて、この暖房およびエアコンデショニング・システム１０は、冷却水４７を
供給することができる前部システム１２用の加熱熱交換器４４、前部システム１２の蒸発
器３２に割り当てられた膨張要素４６、後部システム１４の蒸発器２４に割り当てられた
膨張要素４８および冷熱アキュムレータ２０に割り当てられた膨張要素５０を備える。既
に述べたブロア２６に加えて、前部システム１２の蒸発器３２および前部システム１２の
加熱熱交換器４４に空気流を供給することができる追加のブロア５２が設けられる。さら
に、凝縮器３４に空気流を供給するためのブロア５４が設けられる。その上、電気的に動
作可能な電磁弁５６、５８、６０が設けられる。この電磁弁５６の開いた状態では、前部
システム１２の蒸発器３２に冷却剤が供給されるが、一方、電磁弁５６の閉じた状態では
これは妨げられる。電磁弁５８の開いた状態では、後部システム１４の蒸発器２４に冷却
剤が供給され、一方、電磁弁５８の閉じた状態ではこれは妨げられる。電磁弁６０の開い
た状態では、冷熱アキュムレータ２０に冷却剤が供給され、一方、電磁弁６０の閉じた状
態ではこれは妨げられる。さらに、冷熱アキュムレータ２０に向かう方向の冷却剤の流れ
を防止するチェック・バルブ６２が設けられる。この冷熱アキュムレータ２０および冷却
熱交換器１８は、熱運搬回路２８を介して互いに連結され、構成部品を通り熱運搬媒体を
運ぶためのポンプ３０が設けられる。さらに、停止状態加熱動作を可能にするために、後
部システム１４の加熱熱交換器２２内に流れ込む冷却水６６を加熱することができる水加
熱器６４が設けられる。
【００２５】
　走行状態では、圧縮された冷媒を凝縮器３４に供給するように、圧縮機３６が自動車の
エンジンによって駆動される。これは次いでアキュムレータ４２を介して電磁弁５６、５
８、６０の状態に応じて、前部システム１２および後部システム１４の蒸発器３２、２４
、および冷熱アキュムレータ２０に供給される。特に、冷熱アキュムレータ２０は、電磁
弁６０を開いた状態で、この方法で装填される。車両の停止状態では、すなわちエンジン
が停止しているとき、ポンプ３０を動作させることによって冷却エネルギーを冷熱アキュ
ムレータ２０から引き出すことができる。この冷却エネルギーは、冷却熱交換１８に作用
する空気流２６を通る冷却熱交換器１８を介した冷却された空気流の形態で車両の後部領
域に供給することができる（図２参照）。
【００２６】
　図３は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第２の実施形態の
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概略図を示す。本発明による暖房およびエアコンデショニング・システム１０のこの実施
形態では、前部システム１２および後部システム１４は、特に走行状態の動作に関しては
、図１による暖房およびエアコンデショニング・システム１０と類似の方式で設計されて
いる。単に、走行状態中、前部システム１２および後部システム１４の選択的な動作を可
能にするためのバルブが１つも設けられていない。勿論これは、膨張要素３４６および３
４８の前に電磁弁を配置することによって可能である。
【００２７】
　停止状態システム１６が、暖房およびエアコンデショニング・システム１０内に図１に
関して説明したのと異なる方法で一体化されている。この停止状態システムは、例えば、
発電機からの直接的な電力、補助バッテリであることが好ましいバッテリからの電力、ま
たは燃料電池からの電力によって電気的に駆動することができることが好ましい、追加の
圧縮機３４０を備える。圧縮された冷媒は、追加のブロア３７０によって冷却される追加
の凝縮器３３８内に供給される。次いで圧縮された冷却媒体は、追加のアキュムレータ３
４８および膨張要素３５０を介して冷熱アキュムレータ３２０に供給される。このように
行われる冷熱アキュムレータ３２０の装填工程は、車両の走行状態中に行われることが好
ましい。何故なら、そのときは圧縮機３４０を動作させるための十分な動力が使用可能で
あるからである。しかしながら、十分な量の電力が使用可能である場合は、車両の停止状
態で装填工程を行うこともできる。次いで冷熱アキュムレータ３２０の放出が、図１によ
る実施形態におけるように実施される。
【００２８】
　図３による本実施形態では、停止状態システム１６の後部システム１４内への一体化も
、図２に関連して示すように、特に共通のブロア３２６からの空気流が後部システム１４
の加熱熱交換器３２２、停止状態システム１６の冷却熱交換器３１８および後部システム
１４の蒸発器３２４の構成部品に作用することで特徴づけられる。
【００２９】
　図４は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第３の実施形態の
概略図を示す。暖房およびエアコンデショニング・システム１０のこの図示の実施形態で
は、圧縮機４３６および凝縮器４３４が前部システム１２の動作のために設けられ、圧縮
機４４０および凝縮器４３８が後部システム１４の動作および停止状態システム１６の動
作のために設けられる。したがって、前部システム１２と後部システム１４および停止状
態システム１６の組合せは完全に切り離されている。特に電気的に駆動される圧縮機４４
０は、蒸発器４２４を介して後部領域の走行状態エアコンデショニングを供給するために
、かつ冷熱アキュムレータ４２０を装填するために、走行状態で動作させることが好まし
い。放出はやはりポンプ４３０を動作させることによって熱運搬回路４２８を介して行わ
れる。この場合も、図３に関して既に述べたように、圧縮機４４０の動作は、やはり必ず
停止中にも考慮することができることに注目されたい。次いで、電磁弁４５８を開いた状
態で蒸発器４２４を介した後部領域の直接冷却が可能であり、かつ／または冷熱アキュム
レータ４２０から後でこの冷却エネルギーを引き出すために、電磁弁４６０を開いた状態
で冷熱アキュムレータ４２０の装填が可能である。この場合も、図２に示すように、同じ
ブロア４２６からの空気流が加熱熱交換器４２２、冷却熱交換器４１８および蒸発器４２
４に作用する。
【００３０】
　図５は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第４の実施形態の
概略図を示す。ここでもまた、一方では前部システム１２の完全な分離と、他方では後部
システム１４および停止状態システム１６の組合せが存在する。この前部システム１２は
図５のシステムに対応する。図４による解決策とは対照的に、後部システム１４および停
止状態システム１６の組合せは冷熱アキュムレータを備えていない。したがって、停止状
態エアコンデショニングであっても、圧縮機５４０を、蒸発器５２４内に冷熱を発生させ
ることができるように動作させなくてはならない。したがって、圧縮機５４０用の補助モ
ータによって電気的にまたは機械的に駆動可能な圧縮機を使用することが推薦できる。何
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故なら、この圧縮機は、車両の停止状態中、バッテリ、特に補助バッテリによって、ある
いは燃料電池からの電力によって動作することができるからである。そして、例えば図４
によるように、加熱熱交換器５２２に冷却水５６６が供給され、これによって停止状態中
に水加熱器によって暖房の目的を達成することもできる。
【００３１】
　図６は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第５の実施形態の
概略図を示す。暖房およびエアコンデショニング・システム１０の本実施例は、図５に関
連して説明したものに広い範囲で対応する。相違点は、前部システム１２の加熱手段と後
部システム１４および停止状態システム１６の組合せに関することのみであることに注目
することができる。この前部システム１２は、好ましくは蒸発器６３２をバイパスするこ
とによって、ブロア６５２による空気が供給される空気加熱器６７２を備える。
【００３２】
　そのような空気加熱器は、例えば、従来型の燃料で動作する補助空気加熱装置として構
成することができる。後部システム１４および停止状態システム１６の組合せは、電気加
熱器６７４を備える。これに、車両のバッテリ、特に補助バッテリ、燃料電池または発電
機からの電力が供給される。この電気加熱器６７４にも蒸発器６２４をバイパスすること
によって、ブロア６２６による空気流を供給することが好ましい。
【００３３】
　図７は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第６の実施形態の
概略図を示す。この場合も、一方では前部システム１２が、他方では後部システム１４お
よび停止状態システム１６の組合せが、互いに完全に分離された一実施例が示されている
。この前部システム１２は従来方式で構成されている。図４による実施形態と対照的に、
後部システム１４および停止状態システム１６の組合せは、別個の蒸発器が欠けている。
そうではなく、冷熱アキュムレータ７２０のみが冷却回路の蒸発器として設けられている
。結果として、同様に走行状態で車両の後部領域の冷房が望まれる場合は、冷房に必要と
される冷熱は熱運搬回路７２８を介して冷熱アキュムレータ７２０から冷却熱交換器７１
８を介してポンプ７３０によって引き出される。
【００３４】
　図８は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第７の実施形態の
概略図を示す。これは、図７による実施形態に広い範囲で対応する。後部システムおよび
停止状態システムの組合せの加熱器に関して相違点がある。
【００３５】
　この実施例では、好ましくは冷却熱交換器８１８をバイパスすることによって、ブロア
８２６によって空気が供給される空気加熱器８７６が設けられる。そのような空気加熱器
は、例えば、従来型の燃料で動作する補助空気加熱装置として構成することができる。
【００３６】
　図９は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第８の実施形態の
概略図を示す。ここで示された本発明による暖房およびエアコンデショニング・システム
１０の実施形態は、図８による実施形態に広い範囲で対応する。しかしながら、後部シス
テム１４および停止状態システム１６の組合せで、別個の冷却熱交換器が省略されている
。そうではなく、車両の内部に冷熱を伝達するためにブロア９２６によって空気を直接供
給することができるアキュムレータ－蒸発器－熱交換器ユニット９２０として、冷熱アキ
ュムレータが指定されている。例えば図７に関連して説明したものなどの、例えばそれを
通り冷却水が通過する加熱熱交換器、例えば図８に関連して説明したものなどの補助空気
加熱装置、例えば図６に関連して説明したものなどの電気加熱器による加熱装置（図示せ
ず）も設けることができる。
【００３７】
　図１０は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第９の実施形態
の概略図を示す。ここで、２つの別個の冷却回路、１０８４および１０８６が設けられる
。冷却回路１０８４および１０８６の両者は、同じ蒸発器１０７６に接続され、蒸発器１
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０７６を別個に貫通して流れる物質の混合は蒸発器１０７６内で全く起きない。冷却回路
１０８６は、補助モータ１０８０または補助バッテリ１０８０によって駆動可能な圧縮機
１０４０を備える。この補助モータの動作は本発明の他の実施形態でのように機械的に直
接的に生じさせることができ、あるいはそこでは、発電機を介してまたは発電機によって
充電されるバッテリを挿入することによって補助モータが直接圧縮機１０４０を駆動する
。第２の冷却回路１０８６はその他の点では、それが、それ自体の凝縮器１０３８、それ
自体のアキュムレータ１０８２およびそれ自体の膨張要素１０７８を有するという意味で
は完結している。車両の走行状態中、通常、圧縮機１０３６は動作しており、一方圧縮機
１０４０は動作しない。自動車の停止状態では、圧縮機１０４０が動作することによって
停止状態エアコンデショニングが行われる。
【００３８】
　図１１は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第１０の実施形
態の概略図を示す。この実施形態は、図１０による実施形態に広い範囲で対応する。図１
０と対照的に、完全に別個の冷却回路は全く設けられていない。圧縮機１１３６が動作し
、ならびに圧縮機１１４０が動作するこのシステムの正常な動作は、チェック・バルブ１
１８８、１１９０、１１９２の配置によって保証される。圧縮機１０３６の動作中、かつ
圧縮機１１４０の停止中、チェック・バルブ１１９２が、膨張要素１１４８をバイパスす
る導管を介した冷媒の流れが全く起きず、しかし全ての流れが膨張要素１１４８を通り進
むことを確実にする。圧縮機１１４０は、凝縮器１１３８に向かう冷媒の流れを防止する
。圧縮機１１３６の停止中、かつ圧縮機１１４０の動作中、チェック・バルブ１１９０が
、膨張要素１１７８を通る流れが蒸発器１１７６に向かって進むことを確実にする。この
チェック・バルブ１１８８は、蒸発器１１３２を通る流れが全く起きないことを確実にす
る。圧縮機１１３６は、凝縮器１１３４に向かう方向に起きる冷媒の所望されない流れを
防止する責任がある。
【００３９】
　図１２は、本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第１１の実施形
態の概略図を示す。この実施形態は、図１０による実施形態に広い範囲で対応する。しか
しながら、図１０と対照的に、別個の蒸発器が走行状態用および停止状態用に、すなわち
走行状態用に蒸発器１２２４が、停止状態用に蒸発器１２７０が設けられている。停止状
態システム１６の後部システム１４内への一体化もやはり、特に後部システム１４の加熱
熱交換器１２２２、後部システム１４の蒸発器１２２４および停止状態システム１６の蒸
発器１２７０が同じブロア１２２６によってどのように空気流が供給されるか、したがっ
て、例えば、図２に関連して示すような配置を備えることを示し、このことは既に数回論
じられてきた。したがって、図２による冷却熱交換器１８は、図１２による蒸発器１２７
６によって単に置き換えられている。
【００４０】
　上記の説明、図面および特許請求の範囲で開示された本発明の特徴は、独立に、かつ組
合せで、本発明の実施に対し不可欠であり得る。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第１の実施形態の概
略図である。
【図２】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの構成部品の考え得る
幾何学的配置の２つの例示的な図である。
【図３】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第２の実施形態の概
略図である。
【図４】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第３の実施形態の概
略図である。
【図５】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第４の実施形態の概
略図である。
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【図６】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第５の実施形態の概
略図である。
【図７】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第６の実施形態の概
略図である。
【図８】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第７の実施形態の概
略図である。
【図９】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第８の実施形態の概
略図である。
【図１０】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第９の実施形態の
概略図である。
【図１１】本発明による暖房およびエアコンデショニング・システムの第１０の実施形態
の概略図である。
【符号の説明】
【００４２】
　１０　エアコンデショニング・システム
　１２　前部システム
　１４　後部システム
　１６　停止状態システム
　１８　冷却熱交換器
　２０　冷熱アキュムレータ
　２０　アキュムレータ－蒸発器－熱交換器ユニット
　２２　加熱熱交換器
　２４　蒸発器
　２６　ブロア
　２８　熱運搬回路
　３０　ポンプ
　３２　蒸発器
　３４　凝縮器
　３６　圧縮機
　３８　凝縮器
　４０　圧縮機
　４２　アキュムレータ
　４４　加熱熱交換器
　４６　膨張要素
　４７　冷却水
　４８　膨張要素
　５０　膨張要素
　５２　ブロア
　５４　ブロア
　５６　電磁弁
　５８　電磁弁
　６０　電磁弁
　６２　チェック・バルブ
　６４　水加熱器
　６６　冷却水
　７０　ブロア
　７２　空気加熱器
　７４　加熱器
　７６　蒸発器
　７８　膨張要素
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　８０　補助モータ／補助バッテリ
　８２　アキュムレータ
　８４　冷却回路
　８６　冷却回路
　８８　チェック・バルブ
　９０　チェック・バルブ
　９２　チェック・バルブ
１００の整数倍を加えた参照番号は、同一のまたは同様な構成部品を示す。

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】
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